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     月   日  

活 用 シ ー ト 3  問 題 用 紙  年  組  番  氏 名  

答えは、解答用紙の解答欄
らん

に書きなさい。 

 

(一) 右の図のような６個の  に数を入れ、 

＜数のピラミッド＞を作ります 。  

 

次のきまりにしたがって、＜数のピラミッ

ド＞の  に数を入れます。 

 

＜数のピラミッド＞のきまり 

三角形の  に入る数は、下の段の２つの数の和とする。 

 

 

 

例えば、図１のように、１段目の左から 

  － ４ 、 １ ０ 、 － １  

を入れると、２段目は左から 

  － ４ ＋ １ ０ ＝ ６ 、 １ ０ ＋ (－ １ )＝ ９  

となり、３段目は 

   ６ ＋ ９ ＝ １ ５  

となります。 

 

１ このきまりにしたがって、ア、イの＜数のピラミッド＞を完成させなさい。 

 ア     イ  

 

 

 

  

… … ３段目 

… … ２段目 

… … １段目  

図 １  
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２ 連続する３つの整数を１段目の左から小さい順に入れ、＜数のピラミッド＞を 

つくることとします。 

図２は「４、５、６」を、図３は「－３、－２、－１」をそれぞれ入れた結果 

です。 

 

 

 

 

 

この結果から、次のような予想を立てました。 

＜予想＞ 

連続する３つの整数を１段目の左から小さい順に入れたとき、３段目の数

は１段目の中央の数の４倍になる。 

１段目の左から１２、１３、１４を入れたとき、３段目の

数は５２となり、５２＝１３×４が成り立つので、＜予想＞

は正しいと言えます。 

この＜予想＞が一
いっ

般
ぱん

的に成り立つことを説明します。 

次の   に当てはまる式を書き、説明を完成させなさい。 

＜説明＞ 

連続する３つの整数のうち最も小さい整数を n と

すると、１段目の数は左から n、n＋１、n＋２と表  

される。 

２段目の左の数は２n＋１、右の数は２n＋３とな

る。 

３段目の数は２段目の２数の和だから 

     (２ n＋ １ ) + (２ n＋ ３ )  

 

    ＝  

 

 

 

 

したがって、３段目の数は１段目の中央の数の４倍になる。 

  

図 ３  
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３ １段目にいろいろな整数を入れて＜数のピラミッド＞をつくり、次の図４のよ 

うに、１段目の中央の数と３段目の数が等しくなる場合について、１段目の３つ 

の数の関係を調べます。 

 

 

 

 

 

 

① 図４の  に当てはまる数を入れ、１段目の３つの数の和の関係を調べると、 

次のようなことがらが成り立つことが分かります。   に当てはまる数を書

きなさい。 

 １段目の中央の数と３段目の数が等しいならば、１段目の３つの数の和は 

   である。 

 

 

② ①の   が一般的に成り立つことを説明します。次の２つの･  ･に当て 

はまる式をそれぞれ書きなさい。また、    に入る言葉や式を書き、説明 

を完成させなさい。 

＜説明＞ 

１段目の３つの数を左から a、b、c とすると、 

２段目の数は左から、a＋b、b＋c となる。 

３段目の数は２段目の２数の和だから 

  （ ･    ･） ＋ （ ･    ･）  

 

 ＝  

 

  

 

 

 

-３  

 

-３  
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     月   日  

活 用 シ ー ト 3  解 答 用 紙  年  組  番  氏 名  

(一 )  

 １  

 

 

 

 

 
 

２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  

  ①   

 

 

②  

 

ア  

 

イ  

 

＜説明＞ 

連続する３つの整数のうち最も小さい整数を n とすると、１段目の数は左か

ら n、n＋１、n＋２と表される。 

２段目の左の数は２n＋１、右の数は２n＋３となり、 

３段目の数は、２段目の２数の和だから 

(２ n＋ １ )＋ (２ n＋ ３ )  

 

  ＝  

 

 

 

 

したがって、３段目の数は１段目の中央の数の４倍になる。 

 

＜ 説 明 ＞  

１段目の３つの数を左から a、b、c とすると、 

２段目の数は左から、a＋b、b＋c となり、 

３段目の数は２段目の２数の和だから 

  （ ･    ･） ＋ （ ･    ･）  

 

  ＝  

-５  １１ -２  ８  

-５  

７  

やったね。努力は実を結ぶはず。

(*^∀^*) 
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活 用 シ ー ト 3  正  答  例  

 

(一 )  １  ア            イ  

 

 

 

２  (正 答 例 )  

(２ n＋ １ )＋ (２ n＋ ３ )＝ ４ n＋ ４  

＝ ４ (n＋ １ )  

３  ①  ０  

 ②  (正 答 例 )  

( a＋ b )＋ ( b＋ c  )  

＝ a＋ ２ b＋ c  と な る 。  

 

３段目の数と１段目の中央の数が等しいことから、 

   a＋ ２ b＋ c＝ b  

a＋ ２ b＋ c－ b＝ ０  

    a＋ b＋ c＝ ０  

したがって、１段目の３つの数の和は０である。 

 

-５  1 1  -２  

６  -７  

-１  

-５  

８  

７  

１２ 

４  -１３ 

（ m）  


